
 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 24年度に締結した周南市と京都大学フィールド科学教育研究センターとの連携協定

に基づく事業の一つとして、公開講座が行われました。この講座は、実際の現場で自然や

環境の変化を体験することによって、森・里・海の連環を学ぶことを目的としています。

今回は、京都大学フィールド科学教育研究センター徳山試験地と西緑地を見学しました。

23 名の参加者の皆さんは、専門的な興味深いお話を聞きながら、緑豊かな森の中を散策す

ることができました。晴天にも恵まれ、たいへん充実した講座となりました。 

 

 

 


